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研究概要

G を実簡約リー群, P をその極小放物型部分

群とし, H を G の実簡約代数部分群とする.

このとき, 組 (G, H) に対して, 等質多様体

G/H 上の P 軌道の個数が有限であること, も

しくはそれと同値であるが G/H 上に P 開軌

道が存在することと, 任意の G/P 上の G 同

変ベクトル束 V ↠ G/P に対し cG(V) :=

dimHomG(C
∞(G/P,V), C∞(G/H)) が有限で

あることの同値性が小林俊行・大島利雄両氏に

より示された [1]. ここで C∞(G/P,V)はベクト
ル束 V ↠ G/P の可微分な切断全体がなすフレ

シェ空間を表す. すなわち, G/H 上の P 開軌道

の存在という幾何的条件が, 任意の G同変ベク

トル束 V ↠ G/P に対して, cG(V)が有限である
という表現論的性質を特徴付けるのである. ま

た GC,HC をそれぞれ G,H の複素化とし B を

GCのボレル部分群とすると, GC/HC上の B軌

道の個数が有限であることと, cG(V)が G同変

なベクトル束 V ↠ G/P 全体に対して一様有界

であること, すなわち, sup(cG(V)) < ∞である
こととの同値性も両氏により示されている. こ

れを踏まえ, 次の問題を考える. 「PC を P の複

素化とし, GC/HC 上の PC 軌道の個数が有限で

あるとする. このとき sup(cG(L)) < ∞が成り
立つか？ここで supは G同変な G/P 上の線束

L全体をはしるものとする. 」

今年度, 私はこの問題に取り組み, パラメータ付

きホロノミーD加群の理論を用いることで証明

を与えることができた. またその証明中に得ら

れた別の結果として, パラメータ付きホロノミー

D 加群の佐藤超関数解の次元は, パラメータに

関して一様有界であることも示すことができた.
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FMSPの活動への参加

1. Dimension of the space of intertwining op-

erators from degenerate principal series

representations, ”表現論と非可換調和解析

をめぐる諸問題”(研究代表者 : 青木茂 (拓

殖大学工学部)), 京都大学数理解析研究所,

2016年 6月. 表現論や非可換調和解析に関

する講演を聞き, 最新の研究に関する知識

や考え方を学び, また発表も行った.

2. 柏原の構成可能定理について, Workshop on

”Actions of Reductive Groups and Global

Analysis”, 玉原セミナーハウス, 2016年 8

月. FMSPから旅費などの補助を得て参加

した. 簡約群の表現論に関する知識を得た

だけでなく, 発表も行った.

3. 退化主系列表現からの絡作用素の次元につ

いて, 日本数学会秋季総合分科会, 関西大学

千里山キャンパス, 2016年, 9月. FMSPか

ら旅費などの補助を得て参加した. 表現論

以外の講演を聞き, 様々な分野の知識を得る

ことができた. また発表も行った.
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